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1.緒 論

近來毫灘"於 ケル集 團的 「ッベル クリンJ反慮 検

査 ハ次 第二其数 テ壇 シ、本 島二於 ケル結核 ノ疫

學的1伏況 ノ・漸次閾明 セ ラレツ ・ア リ。然 レ共、

壷湾古來 ノ住民 タル 高砂族 』・就 テ ノ調査 ハ甚

少 久 從來 弓削`11、小 田{2》爾 氏 ノ報 告 アルニ過 ギ

ズ、且其調査 モ軍地叉ノ、李地二近 ク居住 シ文化

ノ比較的行 キ ワタリテ、李地佳 民 トノ交通 モ可

成 二頻繁 ナ リ ト考 ヘラル ・モノニ限 ラ レタ リ。

高砂族 ハ主 トシテ山岳 地帯 二居往 シ、現今、次

第 二皇化 二浴 シツ ・ア リト難 モ、邊僻 ノ地 二居

往 スルモ ノハ文化水準爾低 久 外界及 ビ各癒簡

ノ交渉 少 ク、或程度迄隔離ソ歌態 ニアル モ ノト

信 ゼラル。斯 ノ如 ク、爾比較 的未開 ノ歌態 ニ ア

ル高砂族 ガ結核 ニ ツイテハ如何 ナル獣態 ニア リ

ヤハ興味 アル問題 タルヲ失 ハズ。

我 々ノ・外部 トノ交通比較的少 キ高砂族部 落 ノ結

核 浸襲状態 ヲ知 ラ ントシテ、昭和16年7月 、「タ

イヤル」族 二屡 スル部落二 「ツキツベル クリンユ

反磨 テ調査 シタ リ.

2.調 査 ノ場 合 .

調査 ハ、所 謂「ピヤナ ン」越 ト構 セラル ・、経踏

二沿ヘ ル部 落、 「シキク ン」.「ピヤナ ンJb「シカ

ヤ ウJノ 肚 二就 キテ行 ヒタ リ。(第1圖)

「シキク ン」魅ハ羅 東 ヨリ入ル森林鐵道 ノ終貼 ヨ

リ濁 水漢 二滑 ヒテ登 ル事 約16粁9・ ・シテ漢 二沿

ヒタル毫地上 ニ アリ.「 ピヤナ ン」肚 ハ之 ヨリ更

二登 リテ奥へ7粁 、 「シカヤウ」就ハ皇北、毫中

雨州 ノ境界 タルザビヤナ ン」鞍部 ヲ越 エテ、「ピヤ

ナ ン」肚 ヨリ約16粁 ノ距離 ニ アリ、蔓中側 ニ ァ

ル明治温泉 ヨリハ50粁 二近 シ。何 レモ標 高可成

二高 ク、氣候 モ内地 ノ中部 ノ夫 二近 ク暑中ニ テ

モ朝タニ膚寒 サラ壁 ユル程 ナ リ。
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第1圖 調査地略圖

幅/
＼噂

/.シ キクノ

2ピ ヤナン

ヲ.シカヤウ

Z馳 ト ノ交 通 ハ「シキク ン」軌 「ピヤナ ン」趾
、

「シカヤウ」趾 ノ順序 二疎 ニ シテ
、 此 ノ内 「シキ

クン」祉 ハ李地 トノ交通 比較 的多 ケ レ ドモ
、「シ

カヤ ウ」肚 二到 リテハ ソノ風景絶 佳 ナルニ 拘 ラ

ズ、僅 二登 山者 及特殊 目的者 ノ之 ヲ訪 ル ・ノミ

ナ リ。"各部 落 ハ約10年 前迄 ハ 互 二 翻 箏 セルコ

トモ アリ、近年相互 ノ親睦 二努力 セラル ・ト難

モ其 間二殆 ド交際 ナキ如 シ
。

各耐 ノ入員 ハ第1表 ・=.示セ ル如 ク、 「シキクン」

謎最 モ多 ク88戸502名 ニ シテ、次 イデ「ピヤナ

ン」履 ハ68戸372名
、fシ カ ヤウ」趾 ハ59戸342

名 ナ リ。入 ロニ比 シテ戸敷 多 キノ・、 コ ン種族 へ

於 テハ、 習慣上妻 ヲ嬰 ル時ハ分 家 シ、 「パイワ

ン」族 ノ如 クー家 二多撒 ノ夫婦 ヲ擁ii.?レ事無 キ

ニ依 ル
。其生 活歌態 ハ部 落 トモ大膿 同様 ニ シテ,

主 トシテ粟 蕃 薯ラ鴬食 トシ、近來 ノ・卦 シテ
　

農耕 ユ從事 シ、狩猟ハ アマ リ行 ハズ、外部 トノ

交通、物品 ノ蓮搬等ハ專 ラ青年女子 ノ任 トスル

所 ニ シテ、青年團、女子青年囲 ノ建設 テサへ見

ルニ到 レリ。李地 二最 モ近 キrシ キク ン」肚 ニテ

へ 都會 工孚年近 ク居佳 セル コ トアノレ女子 モア

リ。其 往居ハ山腹二集 團 ヲナ シテ造 ラレ
、家屋

ハ地面 ヨリ34沢 低 ク
、 周園ハ木 材ニ テ園 ミタ

リ・寝 蔓 トシテ隅 二1 、2畳 ノ廣 サニ テ高 サ1

1八 程 ノ盛 テ設 ク9憲 トシテハ1尺4方 程 ノモ

ノ僅 カニ有 ル ノミニテ煙 籠 リ
、嗜甑 黒潤 弟 シテ

第1表 各就二於クル人口分布

_⊥ 蕊 〃ン」就 1「 ピヤナy蹴 レ シカヤ耐 1
1幽

⊥ 割 副 司 酬 副 計 舎§
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♀i計 総 計
11～5歳!30137 67

層21}28
49 33

一
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稽 く穴居 二近 キヲ思 ハ シム。以前狩猟 テ主 トセ

ル頃 ハ怠惰 ノ風強 久 事 二鯛 レテ物 忌多 ク、終

日屋 内二籠 リテ粟酒 ラ畷 ルガ如 キ事多 カリキ ト

云 フ。近來 ハ次第 二其弊風 テ改 メツ ・ア リ。斯
の

ノ如 キ駄態 ニア リテ結核 ノ浸襲 テ見 ンカ
、其蔓「

麺 ノ急遽 ナルベ キハ推察 二難 カラズ。 ㍉

鼠 検査方法

徳研薔「ヅベル クリン」テO.5%石 炭 酸加生理 的

食盤水 ニテ千倍 二稀繹 シ、 ソノ0.1ccヲ 上臆 内

側皮 内二注射 シ、24時 聞及48時 間後、其 糞赤 及

硬結 ノ大 サ、水庖 ノ有無 テ検 シ記載 ス。嚢赤 ノ大 ・

サ1～4mmヲ 陰 性、5～9mmヲ 疑 陽 性、10mm

以 上 ヲ陽性 ト見倣 セ リ。被検者 ノ皮膚 バー般 二

色黒 久 特 二白キ箇所 デ選 ビタ レド、時 二判定困

難 ナル場合 ア リ.カ ・ル時ハ硬結 テ主 トセ リ。

4.検 査成績

各趾 ノ陽性率 へ 第2～4表 二示 ス如 ク、 各年

齢 テ総 計 スルニ、24時 間値 ハ 「シキ クン」肚v
も

69.1±3.01%二 ・シ テ 最 モ 高 ク、 「ピ ヤ ナ ン」吐 ノ、

46.1±3.37%・=シ テ 之 二 次 ギ 「シ カ ヤ ウ挿 士ノ、

25,1士3.01%二 ・シ テ 最 モ 低 シ。 即 、 最 モ 不 地 二・

ノ

近 キ「シキ クン」肚 ニテノ・、陽性卒李地 ノ本 島人

6部 落 二於 ケル夫 二近 キニ反 シ、奥地ニ テノ、寧 ロ

.、内地農村 ノ陽性率 二近 シ.斯 ノ如 久 地理的關

係 二從 ヒ、 明確 吻ル陽牲率 ノ階段 的低 下 ヲ認 メ

得 ルノ・誠二興 味深 シ。

㍉

第2表 「シキ 〃 ソ」就 二於 ケル 「ツ ベル ク リソ」陽性 率(24時 間値)
一

i♂1早 計1

、4鵠認繍生劉
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計4mm9mm陽 性 率 計
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第3表 「ピヤ ナ ン」就 二於 ケル 「ツ ベル 〃 リン」陽 性 率(24時 間 値)
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第4表 「シ カヤ ウ」杜 二於 ケ ル 「ツ ベル ク リ ン」陽 性 寧624時 間 値)

1 i♂1♀
L一 一一 一 雌　 点沸鼎鼎一一 　

愉

計
ヌ

ll㍊撫 岡 認 講 牽
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4m順9斑 斑陽性 率

唱

総 計

1～5歳i1600=0% 116 60て)=0% 6 2200=0% 22
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」

21 1700ニ0 17

冒
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}i嬉
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9

21
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5
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L31～ ω剃
408零66.7 12}325=50.0 i。1 7213=59.1、22

1
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1--14
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w

oil

製
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{
210;3 }
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,±3・89
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ゴ

48時 間 値 ニ ヨル陽性率ノ・、「シキク ン」魁、66.2

%、 「ピヤナ ン」趾、55.4%、 「シカヤウ」剰L34.7

%… シテ24時 間値 同様 ・=pa地 二 入ルニ從 ヒ低

下 ス。但 シ24時 聞値 トノ間二大差 テ認 ムルノ・、

24時 間後計測 チ受 ケ シ者必 シモ48時 間後 二再

ビ計測 二來 ラズ、叉 ソノ逆 ノ例 モ アリテ資料 ノ

不整 ナルニ ヨル。24時 間後及48時 間後共 二計

測 テ受 ケシ者 ノミニツキ比較 ス レバ、次 二述 ブ

ルガ如 ク大差 ナ カリキ。

24時 間後及48時 聞後共 二計測 ヂ受 ケシノ・3肚

ラ通 ジ テ482名 ア リ。 即 第5表 二 示 ス 如 ク、24,

時 間 ニ テ ハ0～4mm46・1%、5～9mm9.1%10

mm以 上44。8%ニ シ テ 、48時 間 ニ テ ノ・、夫 々48i5

%、7.7%{43.8%ニ シ テ48時 問 後 ニ テ ノ・少 シ

ク陽 性 卒 低 下 セ リ。 然 レ ドモ 爾 者 間 二 大 ナ ル径

庭 ナ シ。

今 男 女 別 二 之 テ見 ル:・、「シ キ ク ン」趾 、 男 、58.6

%、 女78・4%、 「ピ ヤ ナ ン」乖士、男44。7%女47.4

26、 「シ カ ヤ ウ」耐 、 男24.8%、 女25.6%、 叉 各

届士ヲ李 均 スvバ 、 男41.9%(±2.68%)、 女53.9

第5表1000倍24時 間後 ト48時 間後 トノ比較

＼＼48時 間
＼ ㍗

24時 間 ＼ ＼

0～4、5～9110～20

搬刺 鵬・・imm

2・～30131～4・

mml瀟 拠}
1

0～4m鵬 214…7{1101 0

5～9照n 18…15{9}2 0

10～20恥 瓢 21151121顕 7

21～30絹 薩田 0…026[8 1

31～40m瓶 0

0
!・!・ 「 ・

3

41盤 鵬以上{ loiO.i }1 3

計i23437i148 46 14

2.9%148.5ド7.7130.71 9.5!

%(=ヒ2。77%〉 ナ リe

激 ノ謄 ノ差ノ有離 》緊 睾 一

3.12ニ シテ有意 ナ リ)e

何 レニ於 テモ、女 ユ於 テ陽性卒高 シ.斯 ノ如 キ

ノ、上述 ノ如 ク、外部 トノ交渉 二當 ルハ女 ガ多 ク
、

計上 以

;

0122Z

O'44

1161

146

15

04

3,482
に

0.61100.0葺

%

46.1

9。1

33.4

9.5

1.0

0.8

100。0

男ハ圭 トシテ農耕等 ノ努 働 二從事 スル爲 ト思 ハ

ル。殊 ニドシキクン」献 二於 テ
、男 女間 ノ陽性奉

二著 シキ相違 アルハ其一鐙 佐 ナ ラン
。

父年齢 的關係 ヲ見 ルニ、(第2圖)例 数僅 ナ レド、

「シキ クン」澱 二於 テハ1 ～5歳 ニ テ既二可成 ノ

陽性率ヲ示 セルニ「ピヤ ンナノ肚、 「シカヤウ」祉



第5號 〕 前 田 。笠 問 謬 「タ イヤ ル」族 二於 ケル 「ツ ベ ル ク リy」 反 磨 二就 テ 205

ニ テノ、陽性者 ナ ク、 「シキク ン」肚

ノ1～5歳 ノ陽牲率 ハ略it「ifヤ

ナ ン」耐 ノ6～10歳 、 「シカヤウ」

肚 ノ11～15歳 及20歳 二相當 シ、之

亦地勢 的關係二從 ヒ、5歳 侮 ノ分

類 ニテー段 ヅツ ノズ レラ見 タルハ

興味 アル事 ナ リ。 且陽性卒 ノ急激

藁増加 スル年齢 ノ・第2～4表=見

ル如 ク「シキ クン」魅 ニテノ、、男女

共二.6～10歳 、 「ピヤ》 ン」殖士二・テ

へ 男16～20歳 、 女、11～15歳 、

「シカヤウ」殖士ニテノ、男31～40歳
、

女、21～30歳 ニ シテ、同 ジク部 落

別 二依 ル階段 的差違 ヲ認 メ、且 女

子 二於 テ早 シ。 諸 家 ノ読 ノ如 久

高年 二於 テ再 ビ陽 性傘 ノ低下 テ見

ルヤ否 ヤノ・老人 ニ シテ受験 セ シ者

少薮二過 ギ ザル 故確言 ス ル 能 ハ

ズ。

第2岡 ザツベ ル ク リン」陽 性 率 イ24時 間 値)

〃 ・

5〃 が2v

「ツベル ク リン」注射 二依 ル副作用 トシテ
、微熱

頭痛等 ラ訴 ヘ シ者、 「シキ クン」肚 ニテハ教務所

生徒 ・5・6歳ヨリ12.3歳)ニ ノ ミ2～3名 、rピ

ヤナ ン」祉 ニテハ18歳 ノ女子二1名 ア リ。 「シ

〃 "年 齢

カ ヤ ウ」耐 ニ テ ハ1名 モ 見 ズ 。 水 萢 形 成 ハ 「シ キ

ク ン」魅 ニ テハ36名 、「ピ ヤ ナ ン」趾 ニ テ ノ・12名 ・

「シ カ ヤ ウ」趾 ニ テ ハ9名 ニ シ テ
、 夫 々 陽 牲 者 ノ

22・1%、10.9%、17.3%ニ ア タ レ リ。

5.考 按

熱 帯諸民族 二於 ケル結核 ノ問題 ハ、其等民族 ノ

多 クガ未開 ノ状態 ニ アル故 ヲ以 テ諸家 ノ注 目テ

惹 キ、從來相當多敷 ノ調査 アリ.然 リト難、熱

樽 各地二於 ケル結核 ノ浸襲歌況、疾病 ノ経過拉

二死亡等 ノ詳細 二關 シテハ爾之 テ明ニ シ得 ザル

モノ多 シ。

一般 二未開人ノ・一度 結核症 二罹患 久ルヤ
、滲出

性》 全身性 ノ傾向強 久 経過亦急激 ニ シデ、速

カニ死・・d到ル モ え多 シ トセ ラル(Heinemann,(3)

Wolf,(4)Goodale,(5)Calmette{6)屡 く引甫 セ ラ

ル ・ガ如 ク、大戦 二参加 セ シ、 「セネガール」土

人 ノ剖検例 ハ之 ヲ立謹 セ シ所 ニ シテ、硬 化性、

若 シクハ治癒 ノ傾向少 キハ、諸人 ノ認 ムル所 ナ

リ(Gruber(7j)之 ・・=加フルニ生活欺態 ノ低級、衛

生思想 ノ訣 除 ハ 相挨 チテ 其傳播 ヲ 容 易ナラ シ

ム。此虚 二{專播 ノ仲介 テナスノ・、主 トシテ、文

化人 タル白入、拉 ビニ、文化 ノ風 テ受 ケタル支

那入及 印度人等 ニ シテ、後者ハ衛生思想 ノ低 キ

ニ ヨ リ、 就二結核 ノ高度ノ 浸襲 ヲ見 タル モ ノニ

シテ、例 ヘバvrバ タビア」二於 ケル支那人 ・=テ

ハ6～9歳 ニ シテ70%ノ 「ピル ケー」反慮陽性

率 テ示 ス(deHaas《8,)未 開 入種 ガ之等 ノ就二結

核浸襲 テ受 ケタル昆族 ト接鯛 スルニ至ル ヤ感染

者、若 クへ 登病者 多敷 ヲ生 ズルモ ノ トセラル.

(Heinemann,{9)Calmett,Vortisch,(1。)Ma夕er,

(n)Peiper
7(ee)Foley,㈹Mathieu,ζM)KopP〈th))熱 帯

性氣候 ノ影響 二關 シテハ、一般 二言及 スルモ ノ

少 ク明確 ナルー致 ラ見 ズ(Calmette,Mayer)
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以 上 ノ如 ク熱帯未開入 バー般 二結核 二封 スル抵

抗弱 ク、文明國人 トノ接燭 二依 リ急激 二罹 患者

撒 ノ増加 ヲ來 シツ ・アルガ如 シ.

此 塵 二於 テ、比較的未開入種 タル蔓選 在來 民、

高砂族 二就 キテ現 在迄 二行 ハ レシ、結核調査 ヲ

見ルへ 彼等 ノ文 化 ノ爾低 水準 ニ アノレ事及其 居

佳 ノ地 ノ隔遠 ノ山地 ナル事 ノ故 二、調査 モ亦多

大 ノ困難 ヲ伸 ヒ、從來 弓劇、小 田爾氏 ノ報 告 ア

ル ノミ.帥 チ、小 田氏 ハ角 板山蕃耐 ニ テ、 弓劇

氏ノ・花蓮 港磨管 内二於 テ、調杏 セラ レタノレモ、

之等 ノ地 ノ・何 レモ李地 ナル カ叉 ハ李地 二近 久

…艇 馳 居住民 トノ交通 モ比較的多 キ所 ナ リ
。

其 「ツベル クリン」陽性率 ハ小 田氏 ハ 千倍48時

間43・5%弓 割 氏 ノ・1-15歳 見 童 一・=テ同 ジク千倍

48時 間45・7%ヲ 得 タリ。 今李地居佐 内地人及

本 島人 二於 ケル「ツベ ルク リン」陽 性率 テ参照 ス

ル=一、杉江F氏 等 ノ蔓北 市全 見童(7～15歳)二

於 ケル調 査一・一テノ・、 内地人10605名 二 就 キテ、

24・14%本 島人27987名 二就 テ47.09%ナ リ
e叉

廣津 坊氏 ハ小見科 入院患者、2035名 二就 キ テ、

1α02%ノ 陽 性卒 ヲ得 タリe並 河氏⑱ ノ毫南刑

務所 二於 ケル 成績 ニテハ、 本 島入男子1105名

二於 テ陽性傘93・8γ 、女子53名 二於 テ84・9%、

内地人55名 二於 テ98.1%ト ナ リ。 叉 中村1・)氏等

ノ昭和15年 北役街 申一定地偏全佳民5351名 二

就 テ調査 シタル庭 ニ ヨレバ、3819名 、 陽性率A

テ71.4%ノ 陽 性傘 ナ リ、 以上 ノ如 ク、 李地二

於 テ、特 二本 島入 う テハ可成 二高度 ノ陽性率 ラ

示 セ リ。 之 二封 シ、李地 トノ交渉少 キ高砂族 ノ

「ツベル ク リン」陽性卒 ハ可成低 キモ ノナラント

推察 サ レ居 タリ シガ、小 田、 弓削 雨氏 ノ検索ユ

依 レバ、 想豫外 二高傘 ナ リ。元來高砂族 ハ軍地

二居往 セ シモ ノナルガ、他 民族 ノ歴迫 二依 リ、漸

次 山地 へ移住 セ シモ ノ多 シe故 二斯 ク高 キ 「ッ

ベ ルク リン」陽性率 テ示 ス トス レバ 高砂族ノ、古

ク ヨリ即 チ李 地二於 テ既 ユ結核 ノ浸襲 ヲ受 ケウ

モ ノニ ア。ラズ ヤノ疑 ア リ。然 ルニ今同 ノ我々 ノ

成績 二依 レペ 「シキ クン」軌 柁 ヤナ ン」肚、

「シカヤウ」肚 ノ順 二地理的 關係
、從 テ交通頻繁

慶 ノ減少 二慮 ジ、明確 二其陽性卒 ノ差違 テ見 タ

ルノ、、結核 が李地 ヨリ、比較的近年 二於 テ、輪

入 セラ レタルニ依 ル ト推察 セラル ・所 ナ リ。然

リ トセバ、!卜地住民 ト全然交渉 テ有 セザ ル奥地

二於 テハ
、結核 未浸襲 ノ蕃胤 モ術存 スルユ アラ

ズ ヤヲ思ハ シム.且 又彼等 ノ生活様式 ガ結核蔓

延 二好都合 ナル轟 モ拘 ラズ、 ソノ生活墳境 が深

山 ナル事 ハ結核 二封 シテ何等 カ ノ特異 ナル態度

テ探 ラシムルニ アラズ ヤ トモ想像 セ ラル
.之 等

ノ鮎 二關 シテハ、我 々 ハ爾今後 ノ調査 二期待ス

ル モ ノナ リ。 く

6.結 論

1)余 等 ノ・「タ イヤル」族 中、所謂 「ピヤナ ン」越

ナル経路 二沿 ヘル、比較的 未開 ナル三蕃胤 二於

テ、「ツベ ルク リン」反慮 テ施 行 シ、奥地 二入 ルニ

從 ヒ、階段 的二陽性率 ノ低下 スルヲ見 タリ。即、

千倍24時 間 ニテノ、、 各年齢 テ縮 計 シテ、 「シキ

ク ン」肚 、96・1%Tピ ヤナ ン」耐46。1% 、 「シカ

ヤウ」飛士,25・1%{ナ リe

2)48時 間値 ㌧24時 間値 トノ 間二大差 ナ シ。

3)年 齢 蜥 ツベ ル クリン曲 線 へZISt也 二近 キ
、

程上昇急激 ニ シテ早 ク、且女子 二於 テ著 シ。

4)上 述 ノ部落 二於 ケル結核 ハ比較 的近年`=rp

地 ヨ リ輸入 セ ラレタルモ ノナラ ン ト考 ヘ ラノレ.

終 リニ臨 ㍉ 種 々御援 助 ヲ賜 リ、御便室 ヲ御取

計下 サvタ ル、線督府理 蕃課、羅 東郡役所、rシ

キク ン」・ 「ピヤナルふ ㌧ カヤ ウ」駐 在所 員各位
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